
東北大学総長殿

宮　総　教　第　278　号

平成25年1 1月26日

宮城県総合教育センター所長

(公印省略)

平成2 5年度長期研修員研究発表会について(御莱内)

本県の教育行政につきましては,日ごろ格別の御協力を賜り厚くお礼申し上げます｡

さて,このたび別紙要項のとおり,平成25年度長期研修員研究発表会を開催する

ことになりました｡

つきましては,教職課程履修学生-お知らせ願いますとともに,参加希望学生のと

りまとめについてお願いいたします｡

なお,参加申込みにつきましては,別紙様式により平成26年1月24日(金)ま

で, FAXにてお知らせくださいますようお願いいたします｡

担当:研究開発班次長阿部光男 

TEL:022-784-3549(研究開発班直通) 

FAX:022-784-3571 

E-mail:research-d@edu-C.pref.miyagi.jp 
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＜情報科学研究科＞
参加を希望する学生は、別紙様式に記入の上、１月7日（火）までに情報科学研究科教務係へ提出してください。
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1　日　的

2　主　催

3　対　象

4　期　日

5　会　場

6　内容･日程

平成2 5年度　長期研修員研究発表会実施要項

宮城県総合教育センターの今年度の長期研修員の研究と,旧宮城県教育研修センタ
ー,旧宮城県特別支援教育センターの前年度の長期研修員の課題解決について発表し,

参会者の指導助言を得て今後の研究に生かす｡

宮城県教育委員会

小学校･中学校･高等学校･特別支援学校教員(国立学校,私立学校も含む),

県内,県外教育機関職員,教職を目指す学生等　　　4 0 0名

平成26年　2月14日(金)

宮城県総合教育センター

9:3010:2012:0515:35 

10:0010:3013:20 

2/14 (金) 假2�WB�開 �｢�:��7つの分科会で発表 �(ｲ����ｷ��ﾆR�7つの分科会で発表 
A ■=言 行 辛 �(別紙｢分科会一覧｣参照) �(別紙｢分科会一覧｣参照) 

※分科会ごとに開会 凵ｦ分科会ごとに閉会 

7　発表者 平成2 5年度　宮城県総合教育センター

専門研究員(1年)　　　　　　1 8名

長期研修員A (6か月)　　　　1 3名

長期研修員B (年間25日)　　10名

平成2 4年度　旧宮城県教育研修センター

専門研究員(1年)　　　　　　代表5名

長期研修員B (年間2 5日)　　代表2名.

長期研修員C (6か月)　　　代表2名

平成2 4年度　旧宮城県特別支援教育センター

長期研修員A (1年)　　　　　　　2名

長期研修員B (6か月)　　　代表1名

長期研修員C (6か月)　　　代表1名

8　発表内容　　別紙｢研究主題等一覧｣参照

9　その他　　開会行事-の出席者は,来賓及び平成2 5年度専門研究員,長期研修員の所属校校

長(教頭),並びに平成24 ･ 25年度専門研究員,長期研修員

担当　研究開発班　次長　阿部　光男

電話　022-784-3549



平成2 5年度　長期研修員研究発表会　分科会一覧

宮城県総合教育センター

分科会 剔�1分科会 ��c)Zｨ怦橙�第3分科会 ��cIZｨ怦橙�第5分科会 ��ciZｨ怦橙�第7分科会 

会場 剔�3研修室 ��cHﾊH�8��第5研修室 ��chﾊH�8��第7研修室 ��c��ﾊH�8��第11研修室 

lO:00′-10:20 刳J会行事(第1.2研修室) 

10:20-10:30 刪ﾚ動 

10:30-10:40 刳J会 丶ｨ橙�開会 丶ｨ橙�開会 丶ｨ橙�■開会 

1 ���｣C��長期研修A �+xｯｨﾊH�4��長期研修A �+xｯｨﾊH�4��長期研修A �+xｯｨﾊH�4��長期研修A - 宙�ﾊ:B丶��ﾎｨｨ�:��(小)国語 宙惲仆8孜IWI�i6ｹ�R�(特)聴覚障害 忠<��&ﾙ4���･��(中)ⅠcT教育 宙惲��ﾈ屍�

ll:05 ��ｸﾋHﾊB�神野真理 俘),ｹuIEb�南使道也 冏ｸｭH��ﾔｲ�村上憲一 ��:�ﾆ��

ll:05-ll:15 刪ﾚ動.休憩 

2 免ﾃ｣�R�長期研修A ��ｩnXﾊHｸb�長期研修A ��ｩnXﾊHｸb�長期研修A ��ｩnXﾊHｸb�長期研修B - 宙惲伜ｩ�B�宙ﾘ"��ﾎ｢�忠<��&ﾙ4���･��宙惲凉ﾘ怩�

ll:40 ��隘�ﾈ��防災教育 森下博史 ��:�wｨ���特別支援教育 石田文彦 俛Y�ﾈﾕ�r�情報教育 勝又健博 俚):�'�Eb�

3 免ﾃ｣C��長期研修B 剪ｷ期研修A 剪ｷ期研修A 剪ｷ期研修B - 宙惲伜ｩ�B�高橋健一 平岡拓 宙ﾘ"��ﾎ｢�今秀樹 茂木純子 忠<��&ﾙ4���･��加藤英樹 千葉孝明 忠(b凉ﾘ怩�

12:05 凭冦慰ｸﾔ��俘(�(��?����ywHｷiOﾈ���冩ｹ$ｩvﾒ�

12:05-13:20 剪巨H.休憩 

4 ���3｣#��専門研究 授業改善. 学力向上 本田正晴 �+xｯｨﾊH�4"�専門研究 教育相談. 生徒指導 武山雅志 買#Hｸﾉ<�5｢�長期研修A �+xｯｨﾊH�4"�専門研究 - �(小)国語 剪ｷ期研修A 丶�俾兔(���顏���･��(小)図画工作 

13:45 剞逞t-樹 剽髢ﾘれい子 �ｨﾌｹu(ｴ倡��針生克之 凉ﾘ怦ｻ8屍�ﾍﾉ8謁ﾒ�

5 ��3｣CR��+xｯｨﾊH�4"��買#Hｸﾉ<�5｢� �+xｯｨﾊH�4"�三塚隆洋 宙惲倆�橙�紺野知子 �+xｯｨﾊH�4��忠(b亰ｨ��陷i.ｲ�黒津かな子 

14:10 ��ｩ�益ﾙEb�鈴木健太郎 凭冦引2�山路祐太 剌ｬ形潤失 俤i:�ｶ�Tb�

14:10-14:25 刪ﾚ動.休憩 

6 ��C｣#R�長期研修B 買#HｸﾈﾊH5｢�長期研修B 買#Hｸﾉ<�5｢�H24旧研セ 買#HｸﾈﾊH5｢�長期研修B - 忠(b��Hｧr�専門研究 防災教育 宙ﾘ"��ﾎ｢�長期研修B �+xｯｨﾊH�4"�専門研究 情報教育 宙惲��ﾈ屍�

14:50 ��ywIH��代表者 俚):���k��代表者 ��9Uﾈ�"�代表者 倅�况ﾘ謦�

7 ��C｣S��H24旧研セ 買#HｸﾈﾊH5｢�H24旧研セ 買#Hｸﾉ<�5｢�H24旧研セ 買#HｸﾈﾊH5｢�H24旧研セ - ��ｩnXﾊHｸb��ｼh淤��隗y|ﾘﾏﾈ�2��9Uﾈ�"�長期研修C ��ｩnXﾊHｸb�ｻ8孜$帝�i^);���9Uﾈ�"�長期研修C �+xｯｨﾊH�4"�長期研修C ��ｩnXﾊHｸb�yﾘ怦ｻ8屍��9Uﾈ�"�

15:15 剔纒¥者 剔纒¥者 ��9Uﾈ�"�代表者 

15:15-15:35 剳ﾂ会 兔(橙�閉会 兔(橙�閉会 兔(橙�閉会 

※　H24旧研セは平成2 4年度旧宮城県教育研修センター, H24旧特セは平成2 4年度旧宮城県特別支援教育センターの略

※　平成2 4年度旧宮城県教育研修センターと旧宮城県特別支援教育センターの専門研究,長期研修B ･ Cの代表者は後日決定



平成2 5年度　長期研修員研究発表会　研究主題等⊥覧

<平成25年度　宮城県総合教育センター　専門研究>

研究領域 ��ｩnXﾊHｸh醜��kﾂ�引ｩ�靱｢��研究主題.副題 
研究の概要 

授業改善. 冏ｹ69�9���溢I69*ﾉzy,駑�(hｧxﾕ｢��蕀,ｹ{)vﾒ�児童生徒の学力向上を目指す授業改善 

-｢記述する力｣を高める授業支援プランの作成を通して- 

全国学力.学習状況調査の結果分析から,記述して解答する問題に対する 

正答率が低い状況が続いていることが明らかになっている0本研究は｢記述 

学力向上 忠�Xﾞ育9zxﾌ9�ﾉ�i?�抦ｧxﾕ｢���ｩ�益ﾙEb���隱ｨ�9zy�隱ｨ�ﾈ6xｧxﾕ｢��する力｣を高めることを通して,児童生徒の学力向上を目指していくoその 
具体的な手立てとして,小学校.中学校の9年間で｢記述する力｣を段階的 

に高めるための系統表,記述する場面を意図的に位置付けた授業アイディア 

例を作成し,授業支援プランとして提案することで授業改善を目指すもので 

あるo 

理科教育 佻ﾉ8謁ﾒ�逢�68�9zxｾ�,9(hｧxﾕ｢��目的意識をもち観察,実験に取り組む理科授業 

-小学校との接続を意識した学習課題の提示を通して- 

本研究は,中学校理科において,小学校との接続を意識した学習課題の提 

黒滞かな子 俾h/�ﾗ8*H+�,h,�.h,�,Bﾉ�i6ｸ*ｩmｩ4�8�/�.�+���ﾈ��ﾋ�,偃h.��x-韵hｼh,2�

切口美町立中新田中学校) �*ﾘ.�/�ﾗ8*H+�,h/�,ｸ.x*(,h+Rﾈ���I+(ﾛ�/�ｮ�,乂x�攣��,ﾉ/�麌,ﾈﾝﾘ.雲ｸ/�%B�

斎藤義彦 �.�,h,h.�,鎚�ｼh����/�,ｨ+X,H+ｸ,ﾉtﾈﾏ��ｸ/�ﾉ���+X+ﾘ�ｸ+ｸ,ﾉ�ﾈ惠/�)mｩ4�2�

(栗原市立若柳小学校) ��H/�.�+���ﾈ��ﾋ�,偃h.��x-�-ﾘ.(*ﾈ,ﾉyﾘ怦�ｼh,8*ﾘ.ふ8,(,ﾉ/�ﾋ籘8,b�

してまとめるとともに,｢学習課題提示.ワークシート集｣を作成したo 

教育相談. 兀��(楮躋��hｩh�9zy�h蓼抦ｧxﾕ｢��児童生徒一人一人の人間関係を構築する力を高める指導の在り方 

-サポートシートの作成と活用を通して- 

少子化や情報化等を背景に,児童生徒が様々な人と関わる場や機会が減少 

紺野_知子 �+Rﾈ��檠�ｹ9�*ｨ支+�,�*ﾘ*(�8ｻX,�*�.鑓+ｸ,ﾈ+ﾘ-�ｧxﾕｨｻ8支,�*�*(,Bﾈ髯;b�

生徒指導 宙ｴ9�X���9zy,9$ｩ(hｧxﾕ｢��生徒が他者と関わる経験を積み重ねられるよう一層求められている0本研究 

鈴木純 �,ﾒﾈ髯;i�i6ｸ自�ﾈ自�ﾈ,ﾉ�ﾈｭHｭhﾅx/�ﾕﾉ'ｨ+x.處ﾘ/�ﾘ(-�.�+ﾘ-�,�5H7ﾈ�ｸ6x5h�ｲ�

(宮城県石巻北高等学校) �6x,ﾈﾞﾉ�ﾈ,hｨ駅�/�,ｨ+X,Bﾈﾌ(,h�&8,��+h+ﾘ轌;�陂x�,ﾈﾝﾘ.雲ｸ/�%Hｸh+x.��.�,ﾈ,X*�.��ｲ�

情報教育 傚�Hﾉ)H����隱ｨ�9zy(iz(抦ｧxﾕ｢��児童生徒の情報活用能力の育成 

-｢みやぎ情報活用能力育成プラン｣の提言を通して- 

現代社会において,児童生徒の情報活用能力を育成することが重要性を増 

加藤英樹 �+X,H*(.鑓ｦXｧxﾕｨ,�*�*(,H,ﾒﾈ�饑�ｻ8支,亊h+x.鎚.h.��ﾈﾆ�4�,育y;�ﾇh柯/��

(登米市立米山東小学校) 俥ﾉ�ﾈ+x.�+�,h*ｨｶ仗�,ﾈ攣��,h,�,�,H*(.��ｩgｸﾊHｸh,ﾒﾈ髯;i�i6ｸ,��x,儻H*�+2�

千葉孝明 �+�.�-x*ｸ�饑�ｨ駅�Eﾉ|ﾘ,ﾈｾ��ﾉ4�>�vX/�ﾉ�:(+Rﾉ9�$)mｩUx,ﾈ自yx,h�ｼh8(6h8ｲ�

(宮城県鹿島台商業高等学校) �/�(-ﾘ.(*ﾈ�饑�ｨ駅�Eﾉ|ﾘ孜�ﾈ7h8�9:8,h+X,I/�ﾋ�+x.�+�,h,Rﾈ髯;i�i6ｸ,ﾈ���

報活用能力を更に向上させることを目指すものであるo 

防災教育 ���ｩH韆｢�自然災害発生時に,自分の命を守り抜く児童生徒の育成 

-｢みやぎ防災トレーニングパック(仮称)｣の 

(岩沼市立岩沼中学校) 高橋健一 丶ｩJﾘ,hｨ駅�,ﾉ/�ﾋ�/�,ｨ+X,Bﾒ�
我が国における防災教育では,いつ発生するか分からない自然災害から自 

(亘理町立荒浜中学校) 平岡拓 (宮城県石巻好文館高等学校) 兒ｨ,ﾉkﾘ/�荿.卯(*ﾘ髯;i�i6ｸ,ﾈ孜�ﾈ*ｨｸ�-�.x.ｨ,H*(.��ｩgｸﾊHｸh,ﾒﾈ髯;i�i6ｸ,��
自然災害に関する知識の定着を図り,その知識を基に自らの身を守るための 

判断や行動を考えさせる機会を提供する｢みやぎ防災トレーニングパック(仮 

称)｣を開発し,その活用を提言することで,自然災害発生時に,自分の命 

を守り抜く児童生徒の育成を目指すものである○ 

特別支援教育 ���69[iTb�特別支援学校高等部における就労支援の充実を目指して 

-就労支援の現状及び進路状況の調査結果に基づく提案- 

障害のある生徒が学校卒業後に,社会的.職業的自立を図ることは,共生 

(宮城県立名取支援学校) 倆�檍,ﾈ��ﾋｸ,佰ﾈ*�*H+ﾘ-�,ﾉ�Y��,駅i�h,X*�.鑓ｽ�簗)Y�:8*�.z(ﾍ冽�2�

今秀樹 坪,ﾈ昏ﾗ8.��ﾘ��ﾅ委ﾈ/�麌+Rﾈ��･��(,ﾉ:ﾘ*ﾘ�ｨ*ｨﾔﾈ*ｨ,�,H*ｸ,H*(.��ｹ<�¥ｨ辷腕�

(宮城県立山元支援学校) 仆8支,�*�*(,H,ﾒﾉ�Xｼh轌;�,ﾈ���9�*ｨｧx�轌;�wi|ﾈ,X見'YWH*�.x.｢ﾈﾘ)9兀B�

茂木純子 �/�(i�8,俑�ﾎ8-ﾈ+x-ﾈ+y:ﾘ*ﾘ+�,h/��8�+X+ﾘ轌;�*ｨｸ�-�.x.ｨ.��gｸﾊHｸh,X,ﾒﾂ�

(宮城県立古川支援学校) �<�¥ｨ辷�ｧxﾕｨﾘ)9兀H,�*�*�.做�┴辷�ｷ�-��(ｼhﾎ8,ﾉ�刋��9'8+�,(*(,I+(ﾛ�/��

行い,現状と課題を明らかにするとともに,就労支援の充実を目指した課題 

の改善策を提案するo 



<平成25年度　宮城県総合教育センター　長期研修A >

教科.領域 ��ｩnXﾊHｸh醜��kﾂ�引ｩ�靱｢��研究主題.副題 

(小)国語 ���ﾉ�騫ﾒ�多様な書き表し方を身に付けて自らの文章に生かすことができる児童の育成 
(蔵王町立宮小学校) 壷(hｧyD�)<x-�+�,j8,j(��*ﾘ+�,j8,ﾈｭi��/��ﾘ.侏靜ｨｨ�:�,ﾈ���/�,ｨ+X,Bﾒ�

(小)算数 ��隘�ﾈ����ﾘ棹�倡9zy�ﾘ棹�傅ﾈｧxﾕ｢��身に付けた知識や技能を 算数の学習に活用しようとする態度を育てるための-試み 

-表現する活動と｢ふりかえりマップ作り｣を取り入れた授業を通して- 

(特)自閉症. �ｨﾌｹu(ｴ倡��Aさんが,気持ちを切り替えながら, 友達と遊びを続けられることを目指す指導の-試み 

情緒障害 忠kﾈ竧�9zy�ﾙ69=�抦ｧxﾕ｢��-勝敗のある遊びにおいて, 

ソーシャルスキルトレーニングを取り入れた支援の工夫を通して｣ 

(中)ⅠcT ��ｨ�8ﾉｸ爾���Xｻﾙ*ﾉzy�Xｻﾙ(hｧxﾕ｢��音楽を主体的に鑑賞する能力を育てる学習活動の-試み 

教育 �-楽曲の構造を理解し,音楽によって喚起されるイメージを映像で表す, 

ⅠCTを活用した学習活動を通して- 

(小)外国語 ��ｸﾋHﾊB�積極的に自分の思いを伝えようとする児童を育成するための-試み 

活動 忠�Xﾞ育9zxﾌ9�ﾉ�hﾍﾈ抦ｧxﾕ｢��-関わり合う喜びを味わわせ,活動-の満足感を覚えさせる指導を通して- 

(小)教育相談 ･生徒指導 俘),ｹuIEb��8ﾈ鉑8x�9zy�Xｼ淫ﾈｧxﾕ｢��望ましい人間関係を構築していく中で, 
一人一人の自己存在感を高めるための-試み 

-SST,SGEと｢サンサン会議｣の振り返りを充実させる実践を通して- 

(小)体育 ��:�6ﾘﾆ���6�H�9zy6�H抦ｧxﾕ｢��走る運動を楽しむ児童の育成を目指した体育科指導の-試み -第2学年｢体を移動する運動遊び｣における 

一定の速さで走る運動遊びを通して- 

(特)知的障害 ��ywHｷiOﾈ���Bさんが調理実習の場面で, 
自分で献立を考えて活動に取り組むことができるための指導の-試み 

(南三陸町立歌津中学校) 坪ﾚ�-ﾈ,X,ﾈﾆ��/��h*�+Rﾈ��ﾈ�,俘x.ﾘ+�,Hﾈ�-�.�+�,h/��

繰り返し行う指導プログラムの工夫を通して- 

(高)英語 俘(�(��?��話す活動に意欲的に取り組ませる英語Ⅱの指導の-試み 
(宮城県仙台第-高等学校) 坪轌;�ﾇh枌ﾉ�(+xｨ�:篷Uﾘ廁,ﾈﾔ姥h/�,ｨ+X,Bﾒ�

(高)英語 ��:�wｨ���姐ｸ�侈y�ｩ68ﾘ)9乂xﾕ｢��情報や考えなどを理解し伝える力を育成する指導についての-試み -実際の使用場面を想定したcAN-DOリスト形式の到達目標とぺ 

言語活動の工夫を通して- 

(特)聴覚障害 �>ﾈﾏ9;冢r�Cさんが動詞の語いを理解するための指導の-試み 
(宮城県立聴覚支援学校) 坪5�8(�ｸ8ｸ5�6X6(7h,僭ｩ{h+X+ﾘ7h8ﾘ4�8�8�.(ｧx�4ｨ�ｸ6�,ﾈﾔ姥h/�,ｨ+X,Bﾒ�

(特)知的障害 俛Y�ﾈﾕ�r�Dさんの生活スキルの向上を目指した清掃指導の-試み 
(宮城県立光明支援学校) 坪自�ﾈ,X,X*ｸ.�.h*H,�,�.�+ﾘ-�,ﾈｻ8ﾝ粨ｻ8ｾ�.(�ｨ,ﾉ�ﾙ.�,ﾈﾔ姥h/�,ｨ+X,Bﾒ�

(特)知的障害 冏ｸｭH��ﾔｲ�Eさんが他者と関わりながら意欲的に活動に取り組むための指導?-試み 
(宮城県立利府支援学校) 坪7(�ｸ5�5�6x8�6(7hﾞﾈ.�,�*�*�.仆8ﾝ粨ｻ8ｾ��ｩlｩ�ﾙ.�,ﾈﾔ姥h/�,ｨ+X,Bﾒ�



<平成25年度　総合教育センター　長期研修B　>

教科.領域 ��ｩnXﾊHｸh醜��kﾂ�引ｩ�靱｢��研修テーマ.副題 

(中)技術. 家庭 傅ﾈﾆ���n��迂)�韈9zy8ﾉ(hｧxﾕ｢��技術的問題解決力を育成する学習指導の展開を目指して 
-製作活動における学び合いから 

最適解を導き出させる指導の工夫を通して- 

(中)理科 冩ｹ$ｩvﾒ�考察を深めさせ,科学的な表現力を育成する中学校理科授業を目指して 
(角田市立北角田中学校) 坪ﾖﾈ���ｩlｨ,�*�*�.�&丶ｹ4�,雨ﾘｭH,ﾈﾕﾉ�ﾈ/�,ｨ+X,Bﾒ�

(小)算数 凭冦慰ｸﾔ��謁姥ｹ*ﾉzy�ｹ$ｩ�H抦ｧxﾕ｢��児童が進んで問題解決に取り組む授業を目指して -児童が問いを抱き,見通しをもって考え, 

思考を広げ深めるための指導の工夫を通して_- 

(小)図画工作 ��ｩ�hﾘ颱b�姥�$ｩ*ﾉzx*�*�,ﾉ[ﾘ抦ｧxﾕ｢��児童の表現したいという思いを育て,絵画表現力を高める授業を目指して -宮城の伝統工芸品を題材とした対象物の形と色を 

正確にとらえさせる指導の工夫を通して- 

(中)数学 ��ywIH��生徒が意欲的に課題解決に取り組む授業改善の-試み 
(大崎市立三本木中学校) 坪ｯ做ｸ馼ﾘ�/�ｨ駅�+Rﾈ齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h/�Uﾈﾋｸ+x.乖�:�/�,ｨ+X,Bﾒ�

(小)国語 ��ywBﾘ��自分の思いや考えをもち,伝え合うことのできる授業の-試み 
(石巻市立住吉小学校) 坪ﾙ�ﾎｨ怦,�*�*�.�(��*ﾘｨ�:�8/�,ｨ+X,Bﾒ�

(小)理科 俚):�'�Eb�児童が科学的な見方や考え方を身に付ける授業を目指して 
(登米市立米岡小学校) �ｩ�cHｧyD騫ﾘ怦,�*�*�.鎚�ｨ�:�/�見'YWH*�+ﾘ�ｼh/�,ｨ+X,Bﾒ�

(小)社会 凭冦伊)�驟���6�H�9zy�i68�ﾄｪHｧxﾕ｢��児童が習得したことを活用し 生き生きと表現することができる社会科の授業を目指して 

-レディネス学習を取り入れた授業づくりを通して.⊥ 

(小)体育 倅�况ﾘ謦�できる喜びを味わわせながら,技能を高める授業を目指して 
(南三陸町立志津川小学校) 壷�cHｧyD��ﾈ支怦,�*�*�.乂x-�ﾘx*(,ﾈﾔ姥h/�,ｨ+X,Bﾒ�

(高)英語 俚):���k��姐ｸ�侈y�yﾘﾘ)9乂xﾕ｢��コミュニケーション能力を育成する 英語発信力を高める指導法の確立を目指して 

-相手の意思を理解しながら自分の意思を伝える活動の工夫を通して- 
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平成25年度　長期研修員研究発表会　参加申込書(大学)

担当課係名　　　　　　　　　　担当者

電話番号

学部.学科_等 伜����(��kﾂ�希望分科会 儖Xﾖﾂ�

1 �� �� 

2 �� �� 

3 �� �� 

4 �� �� 

5 �� �� 

6 �� �� 

7 �� �� 

8 �� �� 

9 �� �� 

10 �� �� 

※　希望分科会の欄には,主に参加を希望する分科会番号を記入してください｡




